
問題Ⅰ   

 

図 1のように点 Oを中心とする半径 a [m] の円周上に単位長さ当たり λ [C/m] の電荷が，真

空中に一様に分布している． 

（1） 無限遠を 0 [V] とした円の中心における電位を求めたい．微小な長さ dl の部分を点

電荷と見なすと，この微小な電荷が点 O に作る電位はア   となる．これを円周

全体にわたって足し合わせるとイ   が得られる． 

（2） 円周の中心軸上で Oから x [m] 離れた点 P における電位を求めたい．（1）と同様に，

長さ dl の部分を点電荷と見なすと，それが点 P に作る電位はウ   となる．これ

を円周全体にわたって足し合わせるとエ   が得られる． 

  

図 1 円周上の導体 

 

 

 

問１．空欄（ア）に入るものを選択肢から選びなさい． 

① 
𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0𝑎
 ② 

𝜆𝑑𝑙

2𝜋𝜖0𝑎
 ③ 

𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0𝑎2
 

④ 
𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0√𝑎2 + 𝑥2
 ⑤ 

𝜆𝑑𝑙

2𝜋𝜖0√𝑎2 + 𝑥2
 ⑥ 

𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0(𝑎2 + 𝑥2)
 

 

 

 

問２．空欄（イ）に入るものを選択肢から選びなさい． 

① 
𝜆

𝜖0
 ② 

𝜆

2𝜖0𝑎
 ③ 

𝜆

2𝜖0
 

④ 
𝑎𝜆

𝜖0
[V/m] ⑤ 

𝑎𝜆𝑥

2𝜖0
 ⑥ 

𝑥𝜆

𝜖0
[V/m] 

 

 

𝑑𝑙

𝑑  𝜆𝑑𝑙

 

𝑎

𝑥

𝑎2 +𝑥2
 

takuma
スタンプ



問３．空欄（ウ）に入るものを選択肢から選びなさい． 

① 
𝑥𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 ② 
𝑎𝜆𝑑𝑙

2𝜋𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 ③ 
𝑎𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 

④ 
𝜆𝑑𝑙

2𝜋𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 ⑤ 
𝑎𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 ⑥ 
𝜆𝑑𝑙

4𝜋𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 

 

 

問４．空欄（エ）に入るものを選択肢から選びなさい． 

① 
𝑎𝑥𝜆𝑑𝑙

2𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 ② 
𝜆𝑎

2𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 ③ 
𝑎2𝜆𝑑𝑙

2𝜖0√𝑎2 + 𝑥2
 

④ 
𝑎𝑥𝜆𝑑𝑙

4𝜖0√𝑎2 + 𝑥2
 ⑤ 

𝜆𝑎

4𝜖0√𝑎2 + 𝑥2
 ⑥ 

𝑎2𝜆𝑑𝑙

4𝜖0√𝑎
2 + 𝑥2

 

 

 

 



問題 II   

 

図 2 に示すような無限に長い同軸ケーブルの内導体と外導体の間が比誘電率 𝜀𝑟の誘電体で

同心円状に満たされている．内導体（半径 a）に単位長さあたり +λ，外導体に単位長さあ

たり－λの電荷を与え，電荷は一様に分布しているものとする．このとき，以下の問に答え

よ．ただし，真空の誘電率を 𝜀0とする． 

 

問５．内導体と外導体の間の電位差 V を，以下の選択肢より選びなさい． 

① 
2𝜋𝜀𝑟𝜀0
𝜆

log (
𝑎

𝑏
) ② 

𝜆

2𝜋𝜀𝑟𝜀0
log (

𝑏

𝑎
) ③ 

𝜆(𝑏2 − 𝑎2)

2𝜋𝜀𝑟𝜀0
 ④ 

𝜆2(𝑏 − 𝑎)

𝜋𝜀𝑟𝜀0
 

⑤ 
𝜋𝜀𝑟𝜀0
2𝜆

log (𝑎) ⑥ 
𝜆

2𝜋𝜀𝑟𝜀0
log (

𝑎

𝑏
)     

 

問６．単位長さあたりの静電容量 C を，以下の選択肢より選びなさい． 

① 

2𝜋𝜀𝑟𝜀0

log (
𝑏
𝑎)

 ② 
2𝜋𝜀𝑟𝜀0
𝜆2

log (
𝑎

𝑏
) ③ 

𝜋𝜀𝑟𝜀0
𝜆

log (
𝑎

𝑏
) ④ 

2𝜋𝜀𝑟𝜀0
𝜆

log (𝑎) 

⑤ 
(𝑏2 − 𝑎2)

2𝜋𝜀𝑟𝜀0𝜆
 ⑥ 

2𝜀𝑟𝜀0(𝑏 − 𝑎)

𝜆
     

 

問７．誘電体界面に働く単位面積あたりの力の大きさを，以下の選択肢より選びなさい． 

① 0 ② 
𝜆

𝜋𝜀𝑟𝜀0
log (

𝑏

𝑎
) ③ 2𝜀𝑟𝜀0𝜆 ④ 

𝜆2

2𝜋𝜀𝑟𝜀0
log (

𝑎

𝑏
) 

⑤ 
𝜆(𝑏2 − 𝑎2)

2𝜋𝜀𝑟𝜀0
 ⑥ 

𝜆2

2𝜋𝜀𝑟𝜀0
log (

𝑏

𝑎
)     

 

 

図 2  円筒状コンデンサ 

 

 

  

 



問題 III   

 

図 3のように一辺 𝑙 [m]の正方形の頂点に無限に長いまっすぐな導線が配され，図 3のよう

な向きに電流𝐼 [A] が流れている．導線は真空中に存在する． 

 

 

問８．各電流間に作用する力のベクトルを表す図として最も適切なものを選べ． 

 

図 3 正方形の頂点に配置された無限に長いまっすぐな導線 

 

① 

 

①  

 

②  

 

④ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

 

  

𝑙

A B

D C

𝑙

A B

D C

𝑙

A B

D C

𝑙

A B

D C

𝑙

A B

D C

𝑙

A B

D C

𝑙

A B

D C



問９．頂点 Aにある電流が受ける単位長さ当りの力の大きさを答えよ． 

① 
1

2
√
5

2
𝜇0
𝐼2

𝜋𝑙
[N/m] ② 1

2
√
5

2

𝐼2

𝜋𝑙
[N/m] ③ 

1

4
√
5

2
𝜇0
𝐼2

𝜋𝑙2
[N/m] 

③  
1

2
√
5

2
𝜇0
𝐼2

𝜋𝑙2
[N/m] ④  

1

4
√
5

2
𝜇0
𝐼

𝜋𝑙
[N/m] ⑥ 

1

4
√
5

2

𝐼2

𝜋𝑙
[N/m] 

 

  



問題 IV   

 

マクスウェル方程式は４つの方程式から構成される．以下のそれぞれの説明が表す法則の名

前と方程式を答えよ． 

 

（１）「任意の閉曲面を通過する電束は，閉曲面の内部の電荷に等しい」という法則の名前

は（ア），方程式は（イ）である． 

 

（２）「 任意の閉曲面を通る全磁束はゼロである」という法則の名前は（ウ），方程式は（エ）

である． 

 

（３）「任意の閉曲線上の電界をひとまわり線積分した値は，閉曲線を縁（ふち）にもつ面

を貫く磁束密度の時間変化の面積分に等しい」という法則の名前は（オ），方程式は

（カ）である． 

 

（４）「任意の閉曲線を磁界についてひとまわり線積分した値は，閉曲線を貫く電流と変位

電流の和に等しい」という法則の名前は（キ），方程式は（ク）である． 

 

問１０． 空欄（ア）に入る法則名を A群から１つ選びなさい． 

 

問１１． 空欄（イ）に入る方程式を B群から１つ選びなさい． 

 

問１２． 空欄（ウ）に入る法則名を A群から１つ選びなさい． 

 

問１３． 空欄（エ）に入る方程式を B群から１つ選びなさい． 

 

問１４． 空欄（オ）に入る法則名を A群から１つ選びなさい． 

 

問１５． 空欄（カ）に入る方程式を B群から１つ選びなさい． 

 

問１６． 空欄（キ）に入る法則名を A群から１つ選びなさい． 

 

問１７． 空欄（ク）に入る方程式を B群から１つ選びなさい． 

 

 

 

 

 



 【A群】 

① クーロンの法則 ② フレミングの法則 ③ ガウスの法則 

④ 
磁束密度におけるガ

ウスの法則 
⑤ ファラデーの法則 ⑥ 

アンペール-マクスウ

ェルの法則 

 

 【B群】 

① ∮ 𝑬 ∙ 𝒅𝒔
𝑪

 −∫
𝝏𝑩

𝝏𝒕
∙ 𝒏𝑑𝑆

𝑺

 ② 𝐫𝐨𝐭 𝑯   𝛁 × 𝑯  𝒋 +
𝝏𝑫

𝝏𝒕
 

③ ∫ 𝑫 ∙ 𝒏𝑑𝑆  𝑄
𝐴

 ④ ∫ 𝑩 ∙ 𝒏𝑑𝑠  𝑄 

⑤ div 𝑩   𝛁 ∙ 𝑩  0 ⑥ ∮ 𝑯 ∙ 𝑑𝒔
𝐶

  ∫ (𝒋 +
𝜕𝑫

𝜕𝑡
) ∙ 𝒏𝑑𝑆

𝑆

 

 

 

 



第 2 回 達成度確認テスト 電気回路    
1.  以下の問いについて，空所に最も適当な解答を選択

肢から選べ．（各 2 点） 
(1) 2 〔Ω〕 の抵抗が 7 個並列に接続されている．合成抵抗

は            〔Ω〕 である． 
 

① 
7

64       ②  
64
7       ③  

1
14       ④  14      ⑤ 

2
7        ⑥  

7
2   

(2) 以下の回路（周波数 50 〔Hz〕）について，AB 間の合

成インピーダンスを求めると           〔Ω〕 である． 
 
 
 
 
①  5000 +  𝑗𝑗 10−7      ②  5000 + 𝑗𝑗 10−4      ③ 5000 +  𝑗𝑗 0.0314       

④  5000 + 𝑗𝑗 0.0377    ⑤  5000 + 𝑗𝑗 31.4        ⑥  5000 + 𝑗𝑗 37.7       

⑦ 5000 +  𝑗𝑗 100            ⑧  5000 + −𝑗𝑗 1592 

 
(3) 以下のようにアドミタンス 𝑌𝑌1̇ と 𝑌𝑌2̇ の素子を接続し

た回路がある．AB 間の合成インピーダンスを求めると

           〔Ω〕 である． 
 
 
 

① 
3 − 𝑗𝑗 4

25
      ②  

4 + 𝑗𝑗 3
25

      ③  
7 − 𝑗𝑗

25
     ④  7 + 𝑗𝑗       ⑤  

7− 𝑗𝑗
50

       

(4) 以下のようにアドミタンス 𝑌𝑌1̇ と 𝑌𝑌2̇ の素子を接続し

た回路がある．AB 間の合成インピーダンスを求めると

           〔Ω〕 である． 
 
 
 
 

① 
7 − 𝑗𝑗

10
      ②  

2 + 𝑗𝑗
5

      ③  
7 + 𝑗𝑗

5
      ④  2− 𝑗𝑗      ⑤ − 𝑗𝑗 3       

(5) 以下のように， 𝑅𝑅 = 1 〔Ω〕 の抵抗が 12 個接続された

回路がある．AB 間の合成抵抗を求めると           〔Ω〕 で
ある． 
 
 
 
 
 
 
① 0.5       ②  1.0      ③  1.5      ④  2.0      ⑤  3.0       

2.  図の回路の端子 A, B を直流安定化電源に接続し，A-
B 間に一定の大きさの電圧を印加した．そのとき，図中の

電流計 2 の読みが 2 A であり，抵抗の大きさが未知の抵

抗 X で消費される電力が 48 W であった．以下の問いに

答えよ．（各 2 点） 
 
 
 
 
 
(1) 抵抗 X の大きさを求めよ． 
 
① 2.3×10-3 Ω  ② 0.19 Ω  ③ 1.33 Ω   
④ 3 Ω  ⑤ 6.75 Ω 
 
(2) CB 間の合成抵抗を求めよ． 
 
 ① 11 Ω  ② 3.27 Ω  ③ 1.71 Ω  ④ 1 Ω  ⑤ 5.49 Ω 
 
(3) 電流計 1 は何 A か求めよ． 
 
 ① 12 A  ② 3 A  ③ 4 A  ④ 9 A  ⑤ 8 A 
 
(4) 12 Ωと 4 Ωの抵抗で消費される電力の和を求めよ． 
 
① 49 W  ② 71 W  ③ 192 W  ④ 432 W  ⑤ 1260 W 
 
(5) 点Dで回路が断線した場合，(4)で求めた電力の和は，

断線前と比較してどのように変化するか，適切な選択肢を

選べ． 
 
 ① 変化しない  ② 増加する  ③ 減少する 
 
3. 図の回路の電流をそれぞれ選択肢から選べ．（各 5 点） 
 
(1) 電流 I1 
(2) 電流 I2 
 
 
 
 
 
① 0.1  ② 0.2  ③ 0.5  ④ 0.6  ⑤ 1   
⑥ 1.4  ⑦ 1.5  ⑧ 1.6  ⑨ 2   ⓪ 3  

I1

10 Ω

30 V

8 Ω
40 Ω

40 V

I2



4. 下記のグラフを正弦波（𝑣𝑣(𝑡𝑡) = 𝐴𝐴 sin(𝜔𝜔𝑡𝑡 + 𝜙𝜙)）の式で表したい．以下の要素を答えよ．要素(1)(2)は選択肢 A, 要素

(3)(4)は選択肢 B, 要素(5)は選択肢 C から選べ． 
（各 2 点） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1) 振幅 [V] 
(2) 実効値 [V] 
(3) 周期 [s] ※単位に注意 
(4) 周波数 [Hz] 
(5) 初期位相（時刻 0 のときの位相）[rad]  
 

 
 
 

選択肢 A 
 
 
選択肢 B 
 

選択肢 C 

 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
 
5.  𝑅𝑅 = 1，𝜔𝜔𝜔𝜔 = 2，𝜔𝜔𝜔𝜔 = 1 とする．次の３つ回路の有

効電力 𝑃𝑃[W] ，無効電力 𝑄𝑄[var] をそれぞれ求め，最も適

切な番号を①から⓪の中から選べ．ただし同じ番号を何度

選んでもよい．（(1)(2)のみ 1 点、他 2 点） 
 
回路１ 
 

P =    (1)     
Q =    (2)     

 
 
 
 
回路２ 
 

P =    (3)     
Q =    (4)     
 
 
 

回路３ 
 

P =    (5)     
Q =    (6)     
     

 
 
 
 

選択肢 
① 1 ② 2 ③ 0.2  ④ 0.2√5 ⑤ 0.333  
⑥ 0.4 ⑦ 0.5 ⑧ 0.5√2 ⑨ √2 ⓪ 0 
 
 

 
 
 
 

V

ms

ms



電子回路　　第２回達成度確認テスト 2021. 11. 22

１．図のダイオード回路について，次の設問に対する回答を下の回答
群から選びなさい。ただし，R = 200 Ω とし，ダイオード立ち上がり
電圧は 0.6 V とする。

 (1) E = 3.0 V のときの VR

 (2) E = 3.0 V のときの電流 I

 (3) E = 0.3 V のときの電流 I

 (4) E = -3.0 V のときの電流 I

 (5) E = -3.0 V のときの VR

［回答群］
① 3.0 V ② 2.4 V ③ 0 V ④ -2.4 V ⑤ 15 mA

⑥ 12 mA ⑦ 1.2 mA ⑧ 2.4 mA ⑨ 0 A ⓪ -18 mA

R VR

I
VD

E

３．下図のトランジスタ回路に関して以下の設問に答えなさい。ただ
し，トランジスタの立ち上がり電圧は 0.7 V とする。

 (1) IB = 0.1 mA のときの IC

 (2) IB = 0 µA のときの IC

 (3) IB = 0.1 mA とする RB

 (4) IB = 0.1 mA のときの VC

 (5) IB = 0 µA のときの VC

 (6) IB = 0.2 mA のときの VC
RB

IC

RC

VCC

VBB

VC

VCC = 12 V

hFE = 100

RC = 1 kΩ

VBB = 2.7 V

［回答群-1］
① 0.1 mA ② 10 V ③ 10 mA ④ 0 mA ⑤ 約 0 V

⑥ -8 V ⑦ 1 µA ⑧ 12 V ⑨ 1 mA ⓪ 2 V

［回答群-2］
① 27 kΩ ② 2.7 kΩ ③ 2 kΩ ④ 20 kΩ ⑤ 120 kΩ

⑥ 113 kΩ ⑦ 100 kΩ

２．演算増幅器（オペアンプ）回路に関して，（複数の）回答群から
もっとも適当なものをひとつだけ選び，下の文章の空欄を埋めなさい。
ただし，演算増幅器の特性は理想的であるとする。また，電圧の値
は回答群-2 から電流の値は回答群-3から選びなさい。

Vi 
R1

R2

Vo

　この回路は（　⑴　）増幅回路である。この回路の動作につ
いて考える。非反転入力端子が接地されているので，反転入
力端子の電圧は（　⑵　）となる。これを（　⑶　）という。今，
入力電圧 Vi = 1 V とした時，抵抗 R1 と R2 に流れる電流は（　
⑷　）。その結果，回路の出力電圧 Vo は（　⑸　）となる。この
ときオペアンプの出力端子電流は（　⑹　）。出力端子に何もつ
ないでいない状態で，その電流の大きさは（　⑺　）である。

［回答群-1］
① 接地 ② 絶縁 ③ 反転 ④ 等しい ⑤ 仮想短絡
⑥ 非反転 ⑦ 無限大 ⑧ 流れない ⑨ 流れ込む ⑩ 流れ出す
［回答群-2］
① 0 V ② 1 V ③ -1 V ④ 3 V ⑤ -3 V 

⑥ 4 V ⑦ -4 V ⑧ 1:3 ⑨ 1:4

［回答群-3］
① 0 A ② 0.33 mA ③ 1 mA ④ 0.25 mA ⑤ 3 mA

⑥ 4 mA

R1 = 1 kΩ

R2 = 3 kΩ

４．次の各種論理ゲートの回路で，回路動作を表す真理値表と，LED 
の明（1）滅（0）を表すものをそれぞれ選びなさい。なお，論理レベル
の 0, 1 は電圧レベルの L (= GND), H (= VCC) に対応している。

(1) 真理値表
(2) LED 明滅

A X

VCC (3) 真理値表　(4) LED 明滅
A
B Y

(5) 真理値表のみ

A
B Y

(6) 真理値表のみ

A
B Y

(7) 真理値表のみ

 A B

 0 0
 0 1
 1 0
 1 1 

 Y

 1
 0
 0
 0 

①

 Y

 0
 1
 0
 0 

②

 Y

 0
 0
 1
 0 

③

 Y

 0
 0
 0
 1 

④

 Y

 0
 1
 0
 1 

⑤

 Y

 0
 1
 1
 0 

⑥

 Y

 1
 0
 0
 1 

⑦

 Y

 0
 1
 1
 1 

⑧

 Y

 1
 1
 1
 0 

⑨

 Y

 1
 1
 0
 1 

⓪

 A

 0
 1

 X

 0
 0 

①

 X

 0
 1 

②

 X

 1
 0 

③

 X

 1
 1 

④［回答群］

A
B Y

② 2.4 V

⑥ 12 mA

⑨ 0 A

⑨ 0 A

③ 0 V

③ 反転

① 0 V

④ 等しい ⑤ -3 V

③ 1 mA

⑨ 流れ込む

⑤ 仮想短絡

③ 10 mA

④ 0 mA

④ 20 kΩ

⓪ 2 V

⑧ 12 V

⑤ 約 0 V

③

②
⑧ ⑧

⑨

⑥ 

②



1. 空欄に適する語句等を 1⃝～ 4⃝ より選び、マークせよ。

(a) sin
5π

6
= （　ア　）

1⃝ −1

2
　 2⃝ −

√
3

2
　 3⃝

√
3

2
　 4⃝ 1

2

(b)
√
3 sinx− cosx = （　イ　）

1⃝ 2 sin(x− π

6
) 　 2⃝ 2 cos(x− π

6
) 　 3⃝ sin(x− π

3
) 　 4⃝ 4 sin(x− π

3
)

(c) sin
5π

12
cos

π

12
= （　ウ　）

1⃝
√
2 +

√
6

2
　 2⃝ 2 +

√
3

4
　 3⃝ 2 +

√
3

2
　 4⃝

√
2 +

√
6

4
(d) sin 2θ = （　エ　）

1⃝ 2 sin θ cos θ 　 2⃝ 2 sin2 θ − 1 　 3⃝ 2 cos2 θ − 1 　 4⃝ 2 sin θ − 2 cos θ

(e) cos(θ +
π

2
) = （　オ　）

1⃝ sin θ 　 2⃝ − sin θ 　 3⃝ cos θ 　 4⃝ − cos θ

2. 空欄に適する図を 1⃝～ 5⃝より選び、マークせよ。

(a) 図 (a)の関数を微分した関数のグラフは（　カ　）である。

(b) 図 (b)の関数を微分した関数のグラフは（　キ　）である。

(c) 図 (c)の関数を微分した関数のグラフは（　ク　）である。

(d) 図 (d)の関数を微分した関数のグラフは（　ケ　）である。

(e) 図 (e)の関数を微分した関数のグラフは（　コ　）である。

3. 空欄に適する語句等を 1⃝～ 4⃝ より選び、マークせよ。

(a) A sinωt を t で積分すると（　サ　）である。

1⃝ −A cosωt 　 2⃝ Aω cosωt 　 3⃝ −Aω cosωt 　 4⃝ −A

ω
cosωt

(b) u = x2 のとき
∫

udu は（　シ　）である。

1⃝
∫

x2 dx 　 2⃝
∫

2x2 dx 　 3⃝
∫

x3 dx 　 4⃝
∫

2x3 dx

(c)

∫
f ′g dx は（　ス　）である。

1⃝ fg −
∫

fg′ dx 　 2⃝ fg −
∫

f ′g dx 　 3⃝ fg′ −
∫

fg dx 　 4⃝ f ′g −
∫

fg dx

(d) 実効値とは（　セ　）である。

1⃝ 平均 　 2⃝ 振幅 　 3⃝ 二乗の平均の平方根 　 4⃝ 平方根の平均の二乗

(e) キャパシタに蓄えられた電荷量は（　ソ　）の積分で与えられる。

1⃝ 電圧 　 2⃝ 電流 　 3⃝ 電力 　 4⃝ 静電容量

1

takuma
スタンプ



4. A = i− j, B = 2j + kに対して、以下の量を 1⃝～ 4⃝より選び、マークせよ。ただし、i, j, kは、それぞれ x, y,

z軸正方向の単位ベクトルである。

(a) Aの大きさ =（　タ　）

1⃝ 1 　 2⃝ 2 　 3⃝
√
2 　 4⃝

√
3

(b) B 方向の単位ベクトル =（　チ　）

1⃝ (2j + k)/
√
2 　 2⃝ (2j + k)/

√
3 　 3⃝ (2j + k)/2 　 4⃝ (2j + k)/

√
5

(c) 内積A ·B =（　ツ　）

1⃝ 1 　 2⃝ 2 　 3⃝ −1 　 4⃝ −2

(d) 外積A×B =（　テ　）

1⃝ −i− j + 2k 　 2⃝ −i− 2j + k 　 3⃝ −2i− j + k 　 4⃝ i− 2j + k

(e) AとB が作る角 θに対して cos θ =（　ト　）

1⃝ −2/
√
5 　 2⃝ −2/

√
6 　 3⃝ −2/

√
7 　 4⃝ −2/

√
10

5. 空欄に適する語句等を 1⃝～ 4⃝ より選び、マークせよ。

(a) x軸上を運動する車の、時刻 tにおける加速度 aは（　ナ　）である。

1⃝ dx

dt
　 2⃝ d2x

dt2
　 3⃝

∫
dx

dt
dt　 4⃝

∫
xdt

(b) x軸上を運動する車が時刻 t1 から t2 の間に進んだ距離は（　ニ　）である。

1⃝ dx

dt
　 2⃝ dv

dt
　 3⃝

∫ t2

t1

vdt 　 4⃝
∫ t2

t1

xdt

(c) x軸上を運動する車の速度 vが図 1のような変化をした（x軸正の向きの運動を v > 0にとり、車は t = 0[sec]

で x = 0[m]にいるものとする）。このとき、図 1の 2sec < t < 3secの部分を微分方程式で表すと（　ヌ　）

である。

1⃝ dv

dt
= 3 　 2⃝ dv

dt
= 3t 　 3⃝ dx

dt
= 3 　 4⃝ da

dt
= 3t

図 1: v − tグラフ

(d) 上図のように動く車の、時刻 tにおける加速度を表すグラフは（　ネ　）である。

(e) 上図のように動く車の、時刻 tにおける位置を表すグラフは（　ノ　）である。

2
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